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書
目
帰
り
"
宿
泊
"
お
す
す
め
の
桔

遊
び
心
が
つ
ま
っ
た
女
性
に
人
気
の
旅
館

竹
寂
亭
円
山

有
馬
温
泉
駅
か
ら
最
短
の
お
宿

情
鰭
あ
る
岩
風
呂
で
金
泉
の
湯
を
。

有
馬
御
苑

密天風呂がついた客室「何奴亭中納言通り4丁目」

金泉の湯は、情緒あふれる岩風呂

利
用
客
の
7
割
が
女
性
と
い

う
竹
取
亭
円
山
。
亭
主
自
身
が

メ
イ
ン
ホ
ス
ト
と
自
称
す
る
だ

け
あ
っ
て
、
女
性
心
を
く
す
ぐ

る
き
め
の
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス

が
人
気
。
約
4
0
種
類
の
浴
衣
か

ら
好
み
の
も
の
を
選
べ
た
り
、

御
所
車
で
部
屋
ま
で
案
内
し
て

く
れ
た
り
、
お
座
敷
て
ん
ぷ
ら

な
ど
な
ど
。
年
に
二
回
設
け
ら

れ
る

「
男
性
立
入
禁
止
の
日
」

で
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
組
ま

れ
豪
華
賞
品
も
。
竹
取
享
の
別

邸
に
あ
た
る
「
康
貰
」

へ
も
通

日替りの会席料理

行
手
形
を
も
っ
て
伺
う
こ
と
も
。

遊
び
心
の
つ
ま
っ
た
旅
館
。
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祁
鉄
「
有
馬
温
泉
駅
」
か
ら
、

ど
の
お
宿
よ
り
も
近
い
有
馬
御

苑
。
有
馬
川
沿
い
の
賑
や
か
な

立
地
に
あ
り
な
が
ら
、
宿
へ
一

歩
入
る
と
、
静
寂
な
空
気
が
く

つ
ろ
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
。
有

馬
特
有
の
金
泉
の
湯
は
、
情
緒

あ
る
岩
風
呂
。
透
明
な
鉄
泉
は
、

ひ
の
き
造
り
の
露
天
風
呂
、
展

望
大
浴
場
な
ど
、
様
々
な
浴
場

で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

も
う
ひ
と
つ
の
自
慢
は
、
和

牛
。
な
る
ほ
ど
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ

ぶ
、
ス
テ
ー
キ
や
、
宴
会
料
理

自慢の和牛をどうぞ

の
す
き
ゃ
さ
に
至
る
ま
で
、
本

当
に
お
い
し
い
和
牛
が
食
べ
ら

れ
る
と
評
判
の
お
宿
。
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漢
日
帰
り
・
宿
泊
お
す
す
め
の
宿

有
馬
随
一
の
紅
葉
の
宿

ね
ぎ
や
陵
楓
閣

自
家
泉
源
か
ら
湧
出
す
る
天
然
の
恵
み
を
満
喫

元
湯
古
泉
閣

18

自家泉源をもち豊富な湯量を誇る。写真は展望風呂「八角堂」

「
ね
ぎ
や
」

の
い
わ
れ
は
、

古
く
か
ら
神
官
の
宿
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
禰
宜

(
ね
ぎ
)

か

ら
「
ね
ぎ
や
」

の
名
を
つ
け
た
。

楓
の
古
木
に
囲
ま
れ
た
建
物

は
、
有
馬
一
紅
葉
が
美
し
い
旅

館
と
評
判
。
毎
日
仕
入
れ
る
新

鮮
な
食
材
の
日
替
り
の
懐
石
料

理
、
木
々
に
囲
ま
れ
た
2
つ
の

露
天
風
呂
は
、
ゆ
っ
た
り
と
し

た
時
の
流
れ
を
演
出
し
又
、
お

風
呂
を
気
軽
に
利
用
し
て
も
ら

お
う
と
、
料
金
も
お
手
頃
。
入

浴
つ
き
の
日
帰
り
料
金
は
、
季

節
の
味
覚
が
つ
ま
っ
た
二
段
重

ね
弁
当

「
あ
じ
さ
い
」

な
ど

4
3
5
0
円
̃
。

神
戸
市
北
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p

6
万
坪
と
い
う
広
大
な
敷
地
の

中
に
建
つ
元
湯
古
泉
閉
。
フ
ロ
ン

ト
か
ら
眺
め
る
景
色
は
絶
景
。

自
家
泉
源
か
ら
は
、
1
時
間
に

6
ト
ン
と
い
う
豊
富
な
温
泉
が
湧

出
す
る
。
浴
場
の
温
泉
は
1
日
2

回
全
量
入
れ
替
え
清
掃
を
し
、
混

入
物
の
な
い
天
然
1
0
0
%
の
お

湯
を
使
用
。
ま
た
敷
地
内
に
は
、

精
進
料
理
「
慶
月
」

や
ロ
グ
ハ
ウ

ス
タ
イ
プ
の
宿
泊
施
設
「
ザ
・
ロ
ッ

ジ

ア
リ
マ
リ
ゾ
ー
ト
」
で
は
特

撰
神
戸
牛
と
活
あ
わ
び
を
愉
し
む

特
別
プ
ラ
ン
を
実
施
。

松茸をふんだんに使った鞍華な精進料理
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一杯飲みながらハンダ付け…?

「工作バー」で

オリジナル照明を手作り

照明デザイナーの橋田裕司さん、

奥様の冥佳子さん

悠
久
の
時
を
感
じ
る
名
旅
館

陶
濃
御
所
坊

有馬温泉婦人会の皆さんが、
照明づぐ)にチャレンジ

圃錦秋の有馬を訪ねて

「
手
づ
く
り
照
明
教
室
」

を
全
国

で
展
開
す
る
照
明
塾
の
橋
田
裕
司
さ

ん
が
、
有
馬
温
泉
を
温
か
い
光
で
包

ま
れ
た
町
に
し
よ
う
と
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
し
た

「
工
作
バ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン

す
る
。
和
紙
や
木
の
皮
で
作
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
照
明
は
、
あ
た
た
か
み
の
あ

る
光
を
放
つ
。
観
光
客
だ
け
で
な
く
、

有
馬
に
住
む
人
た
ち
に
も
照
明
を
作

っ
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
。
「
ご
自
分

で
手
作
り
し
た
も
の
は
、
愛
着
が
わ

く
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
き
っ
と
皆

さ
ん
も
お
家
に
飾
っ
て
い
た
だ
け
る

と
思
う
ん
で
す
」

と
い
う
橋
田
さ
ん

が
、
奥
様
と
一
緒
に
、
照
明
作
り
の

指
導
に
あ
た
る
。
た
だ
の
カ
ル
チ
ャ

ー
教
室
で
は
お
も
し
ろ
く
な
い
の
で
、

バ
ー
の
形
式
に
し
て
、
夜
は
大
人
が

一
杯
飲
み
な
が
ら
楽
し
く
工
作
で
き

る
よ
う
に
し
た
の
だ
と
い
う
。
照
明

は
、
2
̃
3
時
間
程
度
で
完
成
。
か

っ
て
の
工
作
少
年
は
も
ち
ろ
ん
、
女

性
で
も
簡
単
に
作
る
こ
と
が
で
き
る
。

蛍
光
灯
の
光
と
は
ち
が
う
、
自
然

の
和
紙
や
木
を
通
し
た
光
が
人
を
癒

す
「
ラ
イ
ト
テ
ラ
ピ
ー
」

を
提
唱
し

て
い
る
橋
田
さ
ん
。
「
こ
の
照
明
を
、

テ
ー
ブ
ル
に
置
く
と
お
家
の
様
子
が

が
ら
り
と
変
わ
り
ま
す
」
と
の
こ
と
。

有
馬
の
新
し
い

「
光
」
作
り
に
、
皆

さ
ん
も
挑
戦
し
て
み
て
は
。

1
1
9
1
年
創
業
、
多
く
の

停
人
た
ち
が
逗
留
し
た
歴
史
あ
る

旅
館
。

往
時
を
し
の
ば
せ
る
起
き
の
あ

る
建
物
の
中
に
、
新
し
さ
を
融
合

さ
せ
た

「
ネ
オ
ジ
ャ
パ
ネ
ス
ク
」

の
雰
囲
気
。
岩
風
呂
、
素
材
そ
の

も
の
の
味
を
大
切
に
し
た
豪
快
な

料
理
な
ど
、
独
特
の
風
情
が
あ
り
、

多
く
の
フ
ァ
ン
を
も
つ
。

臆
陶
混
御
所
坊
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看
ろ
去
年
巧
み

有
馬
に
関
す
る
文
献
・
資
料
を
集
め
て

「
有
馬
文
庫
」
オ
ー
プ
ン

歴
史
の
古
い
有
馬
に
関
す
る
資
料

を
集
め
た

「
有
馬
文
庫
」

が
有
馬
地

区
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
集
め
ら
れ
た
の
は
、
昔

の
地
図
、
写
真
、
江
戸
時
代
の
版
本
、

写
本
を
は
じ
め
貴
重
な
史
料
、
ボ
ス

文庫開設の中心となった有馬連絡所の垂木敏彦所長

20

有馬に関する資料を集めた有馬文庫

タ
ー
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
、
有
馬
が

登
場
す
る
小
説
、
マ
ン
ガ
に
至
る
ま

で
。
現
在
も
収
集
中
だ
。
主
催
は
有

馬
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
。

9
月
1
2
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式

典
で
は
、
記
念
講
演
と
し
て
、
神
戸

国
際
大
学
教
授
・
桑
田
優
さ
ん
の

「
江

戸
時
代
の
有
馬
」

が
行
な
わ
れ
た
。

有
馬
文
庫
で
は
、
文
献
収
集
だ
け
で

な
く
、
昔
を
知
る
お
年
寄
り
に
お
話

を
聞
く
会
な
ど
も
開
い
て
い
る
。

臆
有
馬
連
絡
所

密
0
7
8
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9
0
4
i
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O
8
1

テ
ィ
!
プ
な
人
形
劇
に

大
人
も
抱
腹
絶
倒

昨
年
大
好
評
だ
っ
た
人
形
劇
公
演
が
、

今
夏
も
開
催
さ
れ
た
。
人
形
作
家
・
飯
室

康
一
さ
ん
に
よ
る
、
ち
ょ
っ
と
大
人
の
人
形

劇
。
駅
の
ホ
ー
ム
を
舞
台
に
し
た
無
声
劇

は
、
酔
っ
払
い
の
動
き
に
感
嘆
の
嵐
。
ひ
な

び
た
温
泉
旅
館
を
舞
台
に
し
た
ド
ラ
マ
に

は
、
観
客
か
ら
笑
い
が
絶
え
な
か
っ
た
。

こ
の
人
形
劇
は
、
温
泉
を
一
泊
二
食
付
で

楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
お
料
理
を
外
で
食

べ
た
り
、
入
浴
後
に
遊
び
に
出
か
け
る
な
ど
、

夜
の
楽
し
み
方
が
選
べ
る
「
泊
食
分
離
」

を
提
案
す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ

と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
楽
し
み

が
増
え
れ
ば
、
有
馬
の
夜
も
も
っ
と
楽
し

く
な
り
ナ
て
う
だ
o

大人たちが楽しんだ人形劇だった 人形を操る飯重度-さん
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■ 六甲川

端宝寺公園‾

「∴’

芦
有
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ

至
宝
壊
・
西
宮
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- 
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老舗旅館。 

二言 ∴0蒜∵ 

・緩-′㌫†独和曇 ′

-′音m ’南=寄主臨 毒讃塾 塙∴∴ 

彊璽 容器荒島 
ー.盤

‾一

婦書 
証∴、音 ・雷神戸市北区右脚1654-1 ・■:・丁亡」,078-904-0666 

予言‾{ . 暮 雲≡
む・

」 http:川棚IW.choraku.com 

斎主要再会 ⑱古泉閣 e\血書匡蓮窮 萱擾痛撃±満し、 
e蒜鵬醐邸 

ト‾胃千百昌江iき∴一〇〇着ヨ軍営○○ 

・軍′・トン】;′/′俄 ÷!一 

しました。 神戸市北区有馬町1654-1 丁各」,078-8ロ4-叩66 http:〃www,choraku.com 藁萎一三巨頭諾諾計 工二女姦室生_子音臆臆_ 

二三・I 

臆喜一しミ嬰二・【 

議へ 了 二三査己二二二豊∵.さき墓∴・ご, 

⑲ねぎや陽樹閣 
王室

珊 ⑪竹取軸山 
1-「--三三、註子、三 繭

量聖二塑 
=‾し言‾÷ヽ “二二二玉こ 

書▼.′葛 

蚤●で」 

神戸市北区有馬町1537-2 丁且」,078葛804-0675 

三雲■一ト http:〃www.taketo両ei,cOm http:〃www,neglya,jp 

蚤.’、 〇〇〇●ふ 

額’、.. 涯脚有馬御苑 

歩にどうぞ! 神戸市北区有馬町1296 丁各」.078-904喜3737 http:〃www.arima・gy。en.cO,jp 離、拙謹諾講詳豊 .-「一」,,臆二二二三園照h哩〃vvww"h田namusubi・CO.jp 

↑∴

一一∴定稿車 

・_=ここ■睦 言こ軽重ニ⊥ ∴_○∴∴書! 
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神
話
の
時
代
か
ら
、

数
々
の
歴
史
舞
台
に
な
っ
て
き
た

日
本
最
古
の
温
泉
「
有
馬
温
泉
」

国璽閣墨

24

雫 ‾、\一- 子で

有馬温泉寺縁起絵巻(江戸時代)兵庫県立歴史博物館蔵

・、. ●一“っ-

〔て三戸

有馬温泉寺縁起絵巻(江戸時代)兵庫県立歴史博物館蔵 薬師如来により導かれる行基

名
湯
・
有
馬
温
泉
は
、
採
掘
で
は

な
く
自
然
に
湧
き
出
て
き
た
湯
で
あ

る
た
め
、
古
く
か
ら
利
用
さ
れ
て
い

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
有
馬
温
泉

の
発
見
に
関
し
て
は
、
神
話
の
時
代

の
こ
ん
な
伝
説
が
語
り
継
が
れ
て
い

る
。
「
大
己
貴
命

(
お
お
な
む
ち
の

み
こ
と
)
、
少
彦
名
命

(
す
く
な
ひ

こ
な
の
み
こ
と
)

の
二
神
が
有
馬
を

訪
れ
た
際
、
三
羽
の
カ
ラ
ス
が
水
た

ま
り
で
水
浴
び
を
し
て
傷
を
癒
し
て

い
る
の
を
見
て
、
こ
れ
は
温
泉
で
あ

る
と
知
っ
た
」
。

伝
説
で
は
な
く
公
式
に
、
な
ぜ
有

馬
が
日
本
最
古
の
温
泉
と
い
わ
れ
る

の
か
と
い
え
ば
、
『
日
本
書
紀
』

に

そ
の
名
が
登
場
す
る
か
ら
だ
。
六
三

一
年
、
舘
名
天
皇
が

「
摂
津
国
有
馬
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有馬温泉にある「ねがいの庭」には、右手に三羽のカラス、左手に行基の像がある

の湯殿館」として公開さ 歴史の古さは、日本第一神霊泉の碑で

秀吉が遣らせた湯殿の
遺構が阪神淡路大震災
により発見され、 「太閤

れている。写真I堤風呂。 示されている(全の湯の右手に建つ〉

温
湯
に
幸
す
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
有
馬
御
幸
の
語
録
は
、
天
皇
が

温
泉
を
訪
れ
た
最
初
の
記
録
だ
と
い

う
。
そ
の
後
、
孝
徳
天
皇
が
三
カ
月

に
わ
た
っ
て
滞
在
し
、
ご
入
湯
さ
れ

た
と
書
か
れ
て
い
る
。
孝
徳
天
皇
の

お
子
は
、
の
ち
に
中
大
兄
皇
子
に
謀

反
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
、
処
刑
さ
れ

た
悲
劇
の
皇
子
で
あ
る
「
有
間
皇
子
」

で
あ
る
が
、
孝
徳
天
皇
は
子
宝
の
湯

と
し
て
知
ら
れ
た
有
馬
の
湯
に
入
り
、

効
験
あ
っ
て
お
子
を
授
か
っ
た
と
も

い
わ
れ
、
皇
子
の
名
は
有
馬
と
何
か

関
係
が
あ
り
そ
う
だ
。

そ
の
次
の
歴
史
舞
台
は
奈
良
時
代
。

高
僧
・
行
基
が
伊
丹
か
ら
有
馬
に
来

る
途
中
、
行
き
倒
れ
の
病
人
を
助
け

た
と
こ
ろ
、
薬
師
如
来
の
姿
と
な
り
、

有
馬
に
導
か
れ
た
。
行
基
は
、
当
時

万
病
の
薬
と
さ
れ
た
温
泉
の
湧
き
口

に
、
薬
を
つ
か
さ
ど
る
薬
師
如
来
像

を
祀
り
、
お
堂
を
建
て
た
の
が
温
泉

寺
の
縁
起
だ
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
次
は
平
安
の
時
代
、
有
馬
が
大

洪
水
に
見
舞
わ
れ
、
大
被
害
を
受
け

た
後
。
大
和
・
高
原
寺
の
僧
で
あ
っ

た
仁
西
が
、
熊
野
権
現
の
お
告
げ
に

よ
っ
て
有
馬
を
訪
れ
、
有
馬
を
再
興
。

薬
師
如
来
を
守
護
す
る
十
二
神
将
に

ち
な
ん
で
、
十
二
の
宿
坊
を
作
っ
た
。

名
に

「
坊
」

と
つ
く
旅
館
は
、
今
も

有
馬
に
残
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
有
馬
繁
栄
に
貢
献
し
た

「
有
馬
の
三
恩
人
」

の
も
う
一
人
は
、

豊
臣
秀
吉
で
あ
る
。
秀
吉
は
生
涯
に

わ
た
り
九
回
も
訪
れ
た
と
い
い
、
入

浴
だ
け
で
な
く
、
茶
会
を
開
い
た
り
、

洪
水
が
起
き
な
い
よ
う
川
を
整
備
し

た
り
、
多
く
の
活
動
を
行
な
っ
た
。

そ
ん
な
有
馬
に
御
殿
を
建
設
す
る
こ

と
は
、
秀
吉
最
後
の
夢
だ
っ
た
で
あ

ろ
う
。
秀
吉
は

「
湯
山
御
殿
」
建
設

を
命
じ
る
が
、
そ
こ
を
訪
れ
る
こ
と

の
な
い
ま
ま
、
こ
の
世
を
去
っ
た
。

そ
の
ま
ま
幻
と
な
っ
た
秀
吉
の

「
湯

山
御
殿
」

の
遇
樺
が
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
被
害
を
受
け
た
極
楽
寺
の

床
下
か
ら
出
土
し
た
。
現
在
、
そ
の

場
所
で

「
太
閤
の
湯
殿
館
」
と
し
て
、

遺
構
や
出
土
品
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

か
つ
て
、
病
気
を
治
す
湯
治
場
と

し
て
知
ら
れ
て
い
た
有
馬
温
泉
。
時

代
は
変
わ
り
、
温
泉
旅
行
の
目
的
は

観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
と
な
り
、
現
在
は

再
び
、
健
康
に
生
き
る
た
め
の
癒
し

の
場
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

訪
れ
る
目
的
は
変
わ
っ
て
も
、
有
馬

温
泉
は
人
々
の
憧
れ
で
あ
り
、
ま
た

名
湯
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
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∴幸手
海と山、そして都市。

バランスの良い住環境は

全国、いや、世界に

神戸が誇れるもののひとつ。

そこに、生活を楽しみ

芸術を愛する神戸人たちの

心地よいこだわりが重なる。

神戸住まイズム…。

この街の住文化には

個性、自由、そして

伸びやかな「主義」がある。

電話証書

璽塾

Onfen†s

27P…続建築家・瀬戸本澤民と神戸の住まいを訪ねる。

34P...住まいのFAQ

36P,..神戸エリア注目の住まい

42P...芦屋山手を訪ねて

44P…山芦屋の満邸プロジェクト

45P…DIYをはじめよう

46P,..マンションは外断熱の時代へ
26

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



別
科
、
犀
星
ス
ム

特

27

(株)アンヌーヴォ生活美学倶楽部 画家

榎本靖子邸 30P 中西勝邸 28P

家の個性は、住む人の個性そのもの。

日々の生活や、思想、趣向、人生が

住まいに自ずと刻み込まれ

空間はひとつの世界となる。

神戸の景観を彩る数々の名建築を

その手で生み出してきた建築家

瀬戸本澤氏が神戸の文化人宅を訪ね

住まいのイズムに迫る。

書家

高砂京子邸 32P
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画
家中

西
勝
邸

28

「
歴
史
め
ぐ
り
、
世
界
め
ぐ
り
、

い
や
、
宇
宙
め
ぐ
り
が
で
き
る
空
間

で
す
。
時
空
を
飛
び
越
え
た
宇
宙
が
、

こ
こ
に
は
あ
り
ま
す
」
。
た
め
息
ま

じ
り
に
瀬
戸
本
氏
は
そ
う
語
っ
た
。

古
今
東
西
の
も
の
が
満
ち
あ
ふ
れ

雑
然
と
し
て
い
る
リ
ビ
ン
グ
に
、
5

年
の
歳
月
を
か
け
世
界
2
5
か
国
を

旅
し
た
中
西
先
生
の
世
界
観
が
垣
間

見
え
る
。
原
始
美
術
や
民
芸
品
に
深

い
関
心
を
寄
せ
る
中
西
さ
ん
は
言
う
。

「
先
祖
の
も
の
を
大
切
に
す
る
と
言

う
こ
と
は
、
先
祖
、
父
母
、
先
輩
を

敬
う
こ
と
だ
」

と
。
「
中
西
さ
ん
自

身
が
面
白
い
と
思
う
も
の
が
置
い
て

あ
る
。
面
白
い
と
感
じ
る
こ
と
が
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
の
で
す
」
と
瀬
戸
本
氏
。

ジ
ャ
ン
グ
ル
の
よ
う
に
草
木
が
生

い
茂
っ
た
庭
は
、
中
西
さ
ん
の

「
仕

事
」
が
随
所
に
。
石
を
積
み
あ
げ
た

階
段
、
陶
器
の
欠
片
を
埋
め
込
ん
だ

小
径
、
手
づ
く
り
の
棚
な
ど
、
温
も

り
の
あ
る

「
作
品
」

に
は
そ
れ
ぞ
れ

完
成
の
日
付
が
記
さ
れ
て
い
る
。
実

を
つ
け
た
大
き
な
カ
リ
ン
の
木
が
、

こ
の
家
の
4
5
年
の
歴
史
を
物
語
る
。

「
日
常
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
、
中

西
先
生
の
日
常
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
4
5
年
の
年
月
か
ぁ
…
」
。

4
5
年
間
醸
成
さ
れ
た
空
間
が
、
建

築
家
を
感
嘆
さ
せ
た
。

寸
言
繋

磁
竣
努
膏
壱

園
田

笥
黒
子
、
』

崇
高
萄
点
在
か
ふ

楽器が好きな中西さん。

銅籍を叩くと、お腹にまで

ずっしりと響き渡った。

「立体的に生きることが

大切」と語る画家の中西さん。

そのお宅は立体どころか、

時間軸まで超越しているようだ。

ポルトガルの彫刻、メキシコのどくろ、ビ

六甲の護国神社の骨董市で

見つけた皿、スーパーボール…。

リビングルームにはさまざまなものが

同列に鎮座している。

「凄いなあ、凄いなあ」と、

門を入って圧倒された

様子の瀬戸本氏。

「蔓草がいつの間にか

こんなに伸びてしまって・・・」と

中西さんのご夫人。

玄関ドアのノブは古い

アイロンを利用しており、

洒落ている。
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(
株
)
ア
ン
ヌ
ー
ヴ
オ
生
活
美
学
倶
楽
部

榎
本
靖
子
邸

30

取
り
壊
す
寸
前
の
淡
路
島
の
民
家

を
買
い
取
り
、
「
匠
家
お
か
げ
庵
」

と
し
て
活
用
し
て
い
る
行
動
派
の
榎

本
さ
ん
。
3
5
年
住
み
慣
れ
た
神
戸

の
お
宅
は
テ
ラ
ス
と
一
体
化
し
た
リ

ビ
ン
グ
、
ら
せ
ん
階
段
の
ホ
ー
ル
、

バ
ル
コ
ニ
ー
に
直
結
し
た
バ
ス
ル
ー

ム
な
ど
彼
女
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
同

じ
く
、
大
胆
不
敵
。

「
家
の
こ
と
は
思
い
切
り
や
る
方

\
ト
ト
ー
、

が
面
白
い
。
萎
縮
し
な
い
こ
と
が
大

切
な
の
で
す
。
生
活
の
中
で
は
、
小

さ
な
ア
イ
デ
ア
で
空
間
は
広
が
り
ま

す
。
榎
本
さ
ん
は
自
分
の
ま
わ
り
の

空
間
を
ど
ん
ど
ん
変
え
て
い
く
。
ま

さ
に

〃
建
築
家
〃

の
仕
事
で
す
」

と

瀬
戸
本
氏
。

生
成
の
カ
ー
テ
ン
が

心
地
良
さ
げ
に
風
に
そ
よ
ぎ
、
テ
ラ

ス
か
ら
木
洩
れ
日
が
注
ぐ
リ
ビ
ン
グ

は
居
心
地
が
良
く
、
お
の
ず
と
会
話

一
ヽ
-
-

も
弾
む
。
「
お
か
げ
庵
の
敷
地
に
、

世
界
一
小
さ
な
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

を
つ
く
っ
て
、
そ
の
ド
ア
を
世
界
一

美
し
い
扉
に
し
た
い
の
!
」

と
榎
本

さ
ん
。
世
界
÷
‥
。
し
か
も
そ
れ
を

実
現
し
て
し
ま
う
パ
ワ
ー
を
秘
め
て

い
る
か
ら
す
ご
い
。
「
み
ん
な
が
楽

し
い
こ
と
。
そ
れ
が
人
生
最
大
の
楽

し
み
」

と
い
う
榎
本
さ
ん
。
い
ろ
い

ろ
な
人
と
喜
び
を
共
有
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
、
空
間
に
満
ち
あ
ふ
れ

て
い
た
。

「
十
人
-

・
吉
事
-

方
㍉

言
、
I
タ
I
」

.
ヘ

音
-

二

i
尊
∵
∵

ノ

ー
、

I
一
-
i
-
i

¶
l
し

古
い
享
/

l

榎本さんがスペインで見つけた

というカメオが施された貝を

照明にするアイデア。

調度品はヨーロッパ各国のものが多く、

南欧のイメージが漂う。

空間を愉しむのが榎本流。

家のすみずみまで、

やさしさと何気ない

心地よさが。

バスルームは2階で、

バルコニーに直結し、

浴室から遠く海を望むことも。

夜景を眺め、夜風で涼む…。

「どこかに楽しいポイントがあると、

生活が豊かになります」

と瀬戸本氏。

らせん階段は、 「もともと庭の部分を

改造しました」と榎本さん。

「私、 5年に1度はどうしても

家に手を入れたくなりますの(笑)」 《
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高
砂
京
子
邸

32

独
創
的
な
作
風
で
、
書
の
可
能
性

を
切
り
拓
く
高
砂
さ
ん
。
「
大
事
な

こ
と
は

〃
こ
う
で
な
け
れ
ば
い
け
な

い
〃
と
い
う
固
定
概
念
を
取
り
外
す

こ
と
。
そ
こ
か
ら
自
分
ら
し
さ
が
湧

き
出
て
く
る
の
で
す
」
と
い
う
言
葉

通
り
、
家
か
ら
も
彼
女
ら
し
さ
が
伝

わ
っ
て
く
る
。

玄
関
ド
ア
を
開
け
る
と
、
パ
ッ
と

視
界
が
広
が
る
。
「
家
に
人
が
来
る

こ
と
が
大
切
。
す
ぐ
に
帰
っ
て
し
ま

う
人
に
も
、
空
間
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
…
」

と
い
う
高
砂
さ
ん
。

「
そ
れ
は
す
ご
い
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。

人
の
出
会
い
を
大
切
に
す
る
こ
と
。

そ
れ
は
、
書
家
の
お
仕
事
で
も
大
切

を
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
あ
り
そ
う

で
な
い
玄
関
で
す
。
玄
関
以
外
も
一

つ
ひ
と
つ
の
空
間
に
コ
ン
セ
プ
ト
が

あ
り
、
メ
リ
ハ
リ
が
あ
る
。
息
苦
し

さ
が
な
く
、
ど
こ
か
通
り
が
よ
い
。

高
砂
さ
ん
の
ス
パ
ッ
と
し
た
性
格
が

出
て
い
ま
す
ね
」

と
瀬
戸
本
氏
。

ピ
ン
ク
の
洋
風
な
外
観
の
印
象
と

は
違
い
、
書
家
の
家
ら
し
く

「
世
界

が
求
め
る
和
の
意
匠
」

が
あ
る
。
そ

し
て
光
を
積
極
的
、
効
果
的
に
使
っ

て
い
る
印
象
が
。
瀬
戸
本
氏
は

「
い

ろ
い
ろ
試
さ
れ
て
る
よ
う
な
の
で
、

四
・
五
年
後
が
楽
し
み
で
す
」
と
熟

成
さ
れ
ゆ
く
空
間
に
思
い
を
馳
せ
た
。

玄関から事務室へつながる廊下は、

「作品の搬出に便利なように」と

幅が広め。その空間は、

ギャラノースぺ-スとしても活用

されてるばかりか、雷を描く

アトリエがわりにも。一石二鳥だ。

「決められた枠を

はずすことが書家には必要」と

語る高砂さんのお宅は、

その通り自由な

発想が随所に伺える。

広い和室。そして

「作品とのバランスを考え、

広く見せるように」という床の間は、

シンプルながら趣深く演出されている。

山と田を借景とする

玄関ホールの窓は、 「-幅の絵画」

だった。しかし前に家が建った

今は、小粋なオブジェを設け

新しい風情を。玄関は吹き抜け、

廊下、そしてこの窓と上下

前後左右に抜ける空間。
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「
何
が

「
そ
れ
っ
本
当
?
」

違
う
の
?
」商

い
た
こ
と
あ
る
け
さ
伺
?
」

34

住
宅
に
つ
い
て
の
素
朴
な
疑
問
に
お
答
え
し
、

あ
な
た
の
「
も
や
も
や
」
を
解
消
し
ま
す
!

QA
最
寄
り
駅
か
ら
徒
歩
5
分
。

さ
て
何
メ
ー
ト
ル
?

慮
し
て
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
物
件
検

討
の
際
に
は
実
際
に
歩
い
て
み
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

不
動
産
の
表
示
に
関
す
る
公
正

競
争
規
約
に
は

「
徒
歩
に
よ
る
所
要

時
間
は
、
道
路
距
離
0
0
メ
ー
ト
ル

に
つ
き
1
分
間
を
要
す
る
も
の
と

し
て
算
出
し
た
数
値
を
表
示
す
る
こ

と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
1
分

間
未
満
の
端
数
が
生
じ
た
と
き
は

1
分
間
と
し
て
計
算
す
る
こ
と
」

と
あ
り
ま
す
。
物
件
と
駅
ま
で
の
道

路
の
最
矩
距
離
が
基
準
で
す
。

つ
ま
り
徒
歩
5
分
は
、
5

(
分
)

×
0
0

(
メ
ー
ト
ル
)

の
4
0
0
メ

ー
ト
ル
と
な
り
ま
す
が
、
端
数
も
含

む
の
で
3
2
0
メ
ー
ト
ル
を
こ
え

て
4
0
0
メ
ー
ト
ル
以
下
の
範
囲

と
な
り
ま
す
。

毎
分
0
0
メ
ー
ト
ル
と
い
う
ス
ピ

ー
ド
は
、
時
速
に
す
る
と
4
・
8
キ
ロ
。

成
人
が
軽
快
に
歩
く
く
ら
い
の
ス
ピ

ー
ド
で
す
。
信
号
待
ち
や
坂
道
を
考

QA
2
×
4
(
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
)

エ
法
っ
て
何
?

2
×
4
工
法
と
は
、
北
米
で

に
よ
り
抑
制
・
吸
収
す
る
特
性
を
持

っ
て
い
ま
す
。
揺
れ
に
対
し
て
も
垂

直
面
で
変
形
・
倒
壊
を
防
ぎ
、
水
平

面
で
ね
じ
れ
を
防
止
し
ま
す
。
阪
神

淡
路
大
震
災
で
も
そ
の
威
力
を
発
揮

し
ま
し
た
。
ま
た
、
機
密
性
も
高
い

構
造
で
、
断
熱
性
や
遮
音
性
に
す
ぐ

れ
て
い
ま
す
。
北
米
で
は
戸
建
て
木

造
住
宅
の
約
9
割
が
2
×
4
と

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
日
本
最
古
の
2
×
4

住
宅
は
、
東
灘
区
の
冨
永
家
住
宅
。

大
正
末
期
の
建
物
で
、
現
在
も
住
居

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

誕
生
・
発
展
し
た

「
枠
組
壁
工
法
」

の
こ
と
。
躯
体
を
構
成
す
る
時
に
、

断
面
2
イ
ン
チ
×
4
イ
ン
チ
の
部

材
を
多
く
使
用
す
る
こ
と
か
ら
、
2

×
4
と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
特
徴
を
ひ
と
こ
と
で
表
せ
ば

「
線
」

で
は
な
く

「
面
」

で
支
え
る

構
造
。
規
格
化
さ
れ
た
構
造
用
製
材

と
補
強
金
物
で
組
ま
れ
た
枠
組
み
に

構
造
用
合
板
な
ど
を
張
っ
た
パ
ネ
ル

を
組
み
合
わ
せ
、
箱
を
つ
く
る
よ
う

に
家
を
組
み
立
て
ま
す
。

「
面
」
で
支
え
る
2
×
4
の
家
は
、

力
が
面
で
分
散
さ
れ
る
の
で
、
外
力

に
対
し
建
物
全
体
で
負
担
す
る
こ
と

QA
「
建
築
家
」
と

「
建
築
士
」

の
違
い
は
?

「
建
築
士
」
は
国
家
資
格
で
、

国
家
試
験
に
合
格
し
た
建
物
の
設
計
、

工
事
監
理
等
を
行
う
技
術
者
で
す
。

一
方

「
建
築
家
」

に
つ
い
て
は
、

日
本
国
内
で
は
、
法
令
な
ど
で
ま
だ

き
っ
ち
り
定
義
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

建
築
設
計
監
理
を
お
こ
な
う
者
で
、

作
家
性
や
作
品
性
の
高
い
人
が

「
建

築
家
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
さ
ら
に
、
建
築
家
は
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
と
直
接
契
約
し
て
実
務
に
あ

た
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
重
要
な
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ポ
イ
ン
ト
で
す
。

海
外
で
は
法
令
等
で
規
定
さ
れ
、

ア
メ
リ
カ
で
は
い
く
つ
か
の
試
験
に

合
格
し
登
録
料
を
払
い
ま
す
。
イ
ギ

リ
ス
で
は
特
定
の
教
育
研
修
機
関
で

の
デ
ィ
プ
ロ
マ

(
免
状
)

取
得
と
一

定
期
間
の
実
務
撞
験
が
な
い
と
建
築

家
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。

日
本
建
築
家
協
会

(
J
I
A
)

に

加
入
す
る
に
は
、
建
築
監
理
の
実
務

経
験
が
重
視
さ
れ
ま
す
。
建
築
監
理

の
実
務
を
お
こ
な
う
に
は
建
築
士
の

資
格
は
不
可
欠
な
の
で
、
必
然
的
に

建
築
士
で
な
い
と
加
入
で
き
な
い
の

で
す
。
世
界
水
準
に
照
準
を
合
わ
せ
、

I
I
A
は
建
築
家
の
国
家
資
格
制

度
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
2
0
0
5
年
、
新
た
に

A
P
E
C

(
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協

力
会
鬱

の
枠
組
み
内
で
は
「
A
P
E
C

ア
ー
キ
テ
ク
ト
」

が
創
設
さ
れ
、
建

築
課
種
の
修
了
や
一
級
建
築
士
資
格
、

豊
富
な
実
務
経
験
な
ど
の
条
件
を
満

」臆臆二二
近代を代表する造築家、

フランク・ロイド・ライトが設計した

ヨドコウ迎賓館(旧山邑邸)

た
し
審
査
を
通
過
し
た
者
が
登
録
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、

国
内
や
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
は
も
と

よ
り
、
世
界
的
な

「
建
築
家
」

の
基

準
と
し
て
注
目
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

「
建
築
家
」

と
は
、
設
計
監
理
業

務
は
も
ち
ろ
ん
、
空
間
を
自
ら
の
感

性
や
論
理
で
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
き
る

「
建
築
士
」

と
考
え
る
の
が
適
当
で

し
ょ
う
。

Q
謂
弼
謂
当
?

A
神
戸
市
北
区
に
あ
る
箱
木
窪

宅
は
、
1
4
世
紀
に
建
て
ら
れ
た
と

推
定
さ
れ
、
現
存
す
る
民
家
の
中
で

は
日
本
最
古
の
も
の
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
近
世
か
ら

「
千
年
家
」
と
呼

ば
れ
る
く
ら
い
古
く
、
江
戸
時
代
の

書

『
摂
津
名
所
図
絵
』

に
も
大
同
元

年

(
8
0
6
)

に
建
て
ら
れ
た
と
い

う
記
述
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
「
千
年
」

と
い
う
の
は

少
し
大
げ
さ
な
よ
う
で
す
。
建
物
は

呑
吐
ダ
ム
建
設
に
よ
り
水
没
す
る
た

め
、
約
7
0
メ
ー
ト
ル
東
南
に
移
築

さ
れ
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
際

の
解
体
調
査
と
敷
地
跡
の
発
掘
調
査

に
よ
り
、
室
町
時
代
頃
に
建
て
ら
れ

た

「
母
屋

(
お
も
や
)
」

と
江
戸
時

代
中
期
に
建
て
ら
れ
た

「
離
れ
」

と

を
一
つ
の
屋
根
に
収
め
た
構
成
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
現
在
は

「
母

屋
」

と

「
離
れ
」
を
分
離
し
建
築
当

初
の
形
を
再
現
し
て
い
ま
す
。

箱
木
家
は
古
く
か
ら
こ
の
地
方
の

土
豪
と
し
て
栄
え
、
代
々
庄
屋
を
つ

と
め
て
き
た
家
柄
で
す
。
昭
和
4
2

年
に
国
指
定
重
要
文
化
財
と
な
り
、

住
宅
の
歴
史
を
知
る
上
で
も
、
郷
土

の
生
活
を
伝
え
る
上
で
も
、
貴
重
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

梁
や
柱
な
ど
の
部
材
に
は
、
今
で

も
建
築
当
初
の
も
の
が
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
悠
久
の
時
の
流
れ
に
育
ま

れ
た
風
格
の
あ
る
民
家
で
す
。

箱本家住宅(箱木千年家)
神戸市北区山田町衝原字道南1 -4

蜜078-581 -1 740

アクセス 神戸電鉄箕谷駅より市Iくス111系統

終点「衝原」下車、すぐ。

入館料 大人3〇〇円・小中学生1 50円

開館時間 9時-18時(冬季は-17時)

年末年始は休館
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